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【 平成 30年度 第 1学期がスタートしました。 】 

６日（金）の赴任式で１２名の先生方をお迎えし、新鮮な気持ちで平成３０年度の始業式を行いました。 

まず、何よりも感心したのは、新２・３年生の立派な態度。「微動だにせず」と表現できるほど、ほぼ

全員が正面を向き、しっかりと話を聞いていました。今年度の、より一層の成長が期待される思いでした。 

その後は、学校全体に係わる先生方、各学級担任や学年所属の先生方の紹介をしました。発表時には、

大きなどよめきや歓声があがり、体育館がいっぺんに華やぎました。先生方と生徒の温かい、和やかな出

会いを感じ取ることができました。 

また、始業式の中では、本校の校訓、「創造・感謝・勤労」 に関連した内容の話を行いました。 

（始業式：校長より）  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【 第 21回 入学式 】 

そして、１０日（火）には第２１回入学式が挙行され、さらに新しい出会いがありました。つい１ヶ月 

程前に小学校を卒業したばかりですが、中学校の制服に身を包んだその姿は、少し逞しく成長したように 

も感じました。少しの不安と大きな希望で満ち溢れた１年生１３４名を加えて、この日から総勢４４３名 

で平成３０年度を本格的にスタートすることとなりました。 

【 保護者の皆様へ 】 

 ４月１日付で赴任しました、校長の池 浩幸と申します。前任校は、小倉南区の城南中学校です。 

前任の小野宏一 校長先生から、素晴らしい飛幡中の良き伝統をしっかりと受け継いでいきたいと思いま 

す。また、飛幡中の生活に一日も早く慣れ、生徒のために、職員一丸となって学校運営に携わっていきた 

いと思っています。保護者の皆様のあたたかいご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

２０１８年度 

・・・この飛幡中も２１年目を迎えます。昨年より今年、昨日よりも今日と少しずつでも成長していかねばな

りません。まず、皆が安心して楽しく学校生活を送れること、学校が何となく居心地のいい場所でなくてはなり

ません。そのためには、当たり前のことが当たり前にできること。あいさつや時と場に応じた服装や身だしなみ、

言葉遣いなど、些細なことかもしれませんが、逆にこれができないと社会では通用しません。「ありがとう」や「ご

めんなさい」、「おはようございます」などの挨拶が素直に言えること、世の中で生きていく上で最も基本で大切

なことだと思います。学力をつけることもですが中学生のこの時期に、当たり前のことが自ら当たり前にできる

ようにすること、労を惜しまずいつも感謝の心で人に接することが大きな目標です。だから校訓は「創造・感謝・

勤労」なのだと思います。 

今年、このメンバーでどんな飛幡中の歴史を刻んでいくのか、期待しています。 
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